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平成２２年７月２９日（木）
国土交通省関東地方整備局河川部

記者発表資料

平成２１年 関東地方一級河川の水質現況について

関東地方の一級河川８水系（直轄管理区間）において、平成２１年に実施した水質調査の結果を
取りまとめましたのでお知らせします。

１．【水質調査】
● BODで見る水環境は平成２０年より改善の傾向。
・BOD（生物化学的酸素要求量）７５％値が、2.0㎎/L以下の良好な地点数の割合は全体の７８．９％で
昨年より８．４％増加となり過去３０年間で最高の割合。
● 環境基準値を満足した地点数は平成２０年より増加。
・環境基準値を満足した地点数は１６６地点中１４３地点で全体の８６％で、昨年から３％増加。
・満足地点の割合が増加したのは那珂川水系、利根川水系。
・満足地点が１００％に満たないのは、利根川水系。
● 主要河川の水質ランキング上位第１位は久慈川、那珂川、浅川。
・主要河川の BOD 平均値による水質ランキングの上位１位は、久慈川、那珂川、浅川。
● 最も水質が改善された河川は綾瀬川、鶴見川。
・BOD平均値による比較では、綾瀬川、鶴見川がそれぞれ１０ヵ年で1.8mg/L改善。

２．[水生生物による簡易水質調査]
● 小・中・高校生及び一般市民 １，３８１人が参加。
・関東地方の一級河川のうち６水系２７河川の６５地点で調査。
・箇所の割合では「きれいな水」が５５．４％で１．５％減。「少しきたない水」が３０．８％で８．９％減。

３．[水質汚濁事故]
● 水質汚濁事故は、平均するとほぼ毎日１件は発生。
・管内での通報件数は３５４件。
・過去５ヵ年の年間通報件数は３００件以上で、やや増加傾向。
・原因物質別では、重油、軽油等の「油類の流出」が全体の６８％ 。

４．[微量化学物質調査]
● ダイオキシン類は、３地点で環境基準値を超過。
・ダイオキシン類は、水質３４地点、底質３０地点で調査を実施。
・内分泌かく乱化学物質（環境ホルモン）は、水質１１地点で調査を実施。
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平成 21 年関東地方一級河川の水質現況（要旨） 

 

 関東地方整備局では、関東地方の一級河川における水質調査を昭和 33 年より

継続して実施している。 

 本要旨は平成 21 年における関東地方の一級河川（8 水系）の直轄管理区間内

（一部指定区間含む）で実施した水質調査結果の概要をとりまとめたものであ

る。 

 
１．水質調査地点 
○調査地点 171 地点 

 関東地方の一級河川直轄管理区間の河川延長約 1532.1ｋｍに対して水質調査地点を

171 地点設けて水質調査を実施した。 

 
２．水質調査結果 
○平成 21 年の水質は平成 20 年より改善 

生活環境の保全に関する環境基準の項目から見た河川の水質の現況について代表的な

指標である BOD（生物化学的酸素要求量）75％値を下記のような数値で区分したランクを

設定して、各地点の結果がどのランクに分布しているかを地点数割合で比較すると、

2.0mg/L 以下の地点数が増加し、2.1mg/L 以上の地点数が減少しており、2.0mg/L 以下の

割合は過去３０年間において最高となった。 

 

 

単位：地点
BOD75%値(mg/L) 1.0以下 1.1～2.0 2.1～3.0 3.1～5.0 5.1～8.0 8.1～10.0 10.1以上 合計

平成20年 39 61 20 14 7 1 0 142
平成21年 43 69 5 21 3 1 0 142
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図－1－１ BOD75%値のランク別割合 
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図－１－２ BOD75%値 2.0mg/L 以下の地点割合（％） 

 
○平成 21 年の水質環境基準の満足状況は 86％ 
平成 21 年の水質環境基準(BOD75%値，COD75%値)を満足した地点数の割合は 86％であり、

平成 20 年と比較して改善される結果となった。 

 

○水系別水質環境基準値（BOD、COD）の満足地点数割合は増加 
平成 21 年の水系別環境基準値(BOD,COD)の満足状況は、関東地方 8 水系のうち久慈川

水系、那珂川水系、荒川水系、多摩川水系、鶴見川水系、相模川水系、富士川水系で全

地点満足となった。 

平成 20 年の環境基準値の満足地点と比較すると、那珂川水系、利根川水系で増加し、

減少する水系はなかった。 

全体では平成 20 年と比較して 5地点増加しており改善を示す結果となった。 

 

平成20年 5 / 5 9 / 10 63 / 90 21 / 21 17 / 17 8 / 8 2 / 2 13 / 13 138 / 166
平成21年 5 / 5 10 / 10 67 / 90 21 / 21 17 / 17 8 / 8 2 / 2 13 / 13 143 / 166
注）表中の数字は満足地点数／調査地点数
　　調査地点には類型未指定の手賀沼水門、渡良瀬貯水池、八筋川、塩川橋、浦山ダムは含まれない。
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図－2 水系別満足状況（BOD75%値、COD75%値） 

（環境基準を満足した地点／類型指定されている調査地点） 
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○平成 21 年の水系別の水質（BOD75%値）は、ほとんどの水系で改善傾向を示し

た。ダムの水質（COD75%値）は、相模川水系で改善、荒川水系で悪化傾向を示

した。湖沼は悪化傾向。全体的に見ると河川は改善傾向、湖沼は悪化傾向。 

 

平成 21 年の水系別の水質（BOD75％値）は、久慈川水系、那珂川水系、利根川水系、

多摩川水系、鶴見川水系で改善した（表－1）。また、ダムの水質（表層の COD75%値）は、

荒川水系では平成 20 年に比べ悪化傾向、湖沼については悪化傾向となった。 

全体的に見ると、河川は改善傾向、湖沼は悪化傾向を示した。 

 

 

表－1 一級河川の水系別水質状況 

（水系）

BOD平均値（mg/L）※1 BOD75％値（mg/L）※2

水系名 観測地点数
H20 H21

10ヵ年
平均

H20 H21
10ヵ年
平均

久慈川 5 0.9 0.7 1.0 1.0 0.9 1.1

那珂川 10 1.9 1.3 1.9 2.0 1.5 2.1

利根川 67 2.0 1.9 2.3 2.3 2.2 2.8

荒川 20 1.6 1.7 2.1 1.8 2.0 2.4

多摩川 17 1.5 1.2 1.8 1.6 1.3 2.0

鶴見川 8 2.5 2.0 3.5 2.8 2.4 4.2

相模川 1 1.6 1.8 1.8 1.8 2.0 1.9

富士川 14 0.9 0.9 1.2 1.1 1.0 1.4

（ダム：表層）

COD平均値（mg/L）※1 COD75％値（mg/L）※2

水系名 観測地点数
H20 H21

10ヵ年
平均

H20 H21
10ヵ年
平均

利根川 10 1.5 1.8 1.6 1.8 2.0 1.8

荒川 2 1.6 2.4 1.4 1.7 3.0 1.6

相模川 1 1.4 1.3 1.3 1.5 1.4 1.4

（湖沼：表層）

COD平均値（mg/L）※1 COD75％値（mg/L）※2

水系名 観測地点数
H20 H21

10ヵ年
平均

H20 H21
10ヵ年
平均

湖沼 16 8.8 9.3 8.1 9.5 10.0 8.7  
※1）各地点の年平均値を水系毎に平均した数値。 

※2）各地点の 75％値を水系毎に平均した数値。 

注）△：H20 より特に改善、▼：H20 より悪化傾向 
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○関東地方の水質１位は久慈川・那珂川・浅川 

 

 関東地方の河川について、BOD 値から見た水質状況の評価を、水質調査地点が２地点以

上で、河川延長が 10km 以上の一級河川（18 河川）を対象に河川毎のＢＯＤ年平均値でと

りまとめた。 

久慈川、那珂川、浅川の３河川が、ＢＯＤ年平均値が最も低い河川であった。神流川、

久慈川、那珂川、富士川の４河川は昨年に引き続き、上位に入った。 

 

 

表－2 BOD 値による河川の水質状況 

H21 H20 地点数 都県名
年平均値
(mg/L)

※１

75%値
(mg/L)

※2

環境基準
達成割合
（％）※3

1 2 久慈川 3 茨城 0.7 0.8 100

1 4 那珂川 6 栃木・茨城 0.7 0.8 100

10 11 利根川 15 群馬・埼玉・茨城・千葉 1.3 1.5 100

14 11 烏川 3 群馬 1.8 1.7 100

4 1 神流川 2 群馬・埼玉 0.8 0.8 100

10 8 渡良瀬川 6 群馬・栃木・茨城・埼玉 1.3 1.4 100

7 7 鬼怒川 8 栃木・茨城 1.0 1.3 88

10 15 小貝川 7 栃木・茨城 1.3 1.8 71

13 13 江戸川 7 埼玉・千葉・東京 1.5 1.6 100

17 17 中川 5 埼玉・東京 3.2 3.7 100

18 18 綾瀬川 3 埼玉・東京 3.7 4.5 100

15 14 荒川 13 埼玉・東京 2.0 2.3 100

6 4 入間川 2 埼玉 0.9 1.1 100

9 9 多摩川 13 東京・神奈川 1.1 1.2 100

1 9 浅川 2 東京 0.7 0.8 100

16 16 鶴見川 4 神奈川 2.7 3.5 100

4 3 富士川 7 山梨・静岡 0.8 0.9 100

7 4 笛吹川 4 山梨 1.0 1.1 100

測定箇所

河川名

BOD順位

 
※1）各地点の年平均値を河川毎に平均した数値。 
※2）各地点の 75%値を河川毎に平均した数値。 
※3）測定地点数における環境基準達成地点数の割合。 
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図－3 河川別 BOD 年平均値の推移 
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○関東地方の一級河川を対象とした水質改善度 1 位の河川は綾瀬川・鶴見川 

 

関東地方の水質調査地点が２地点以上で、河川延長が 10km 以上の一級河川（18 河川）

を対象に、至近 10 ヵ年（平成 11 年～平成 20 年）の BOD 年平均値と平成 21 年との BOD

年平均値を比較し、水質の改善度をとりまとめた。 

 

改善度の１位は綾瀬川と鶴見川で、改善幅は 1.8mg/L であった。次いで浅川（改善幅

は 1.1mg/L）、中川（改善幅は 1.0mg/L）が続いた。 

 

 

表－3 一級河川を対象とした水質改善度 

地点数 都県名
至近10ヵ年の

平均値
(mg/L)

H21年平均値
(mg/L)

改善幅
(mg/L)

1 綾瀬川 3 埼玉・東京 5.5 3.7 1.8

1 鶴見川 4 神奈川 4.5 2.7 1.8

3 浅川 2 東京 1.8 0.7 1.1

4 中川 5 埼玉・東京 4.2 3.2 1.0

5 小貝川 7 栃木・茨城 1.8 1.3 0.5

5 多摩川 13 東京・神奈川 1.6 1.1 0.5

5 笛吹川 4 山梨 1.5 1.0 0.5

8 那珂川 6 栃木・茨城 1.0 0.7 0.3

8 利根川 15 群馬・埼玉・茨城・千葉 1.6 1.3 0.3

8 入間川 2 埼玉 1.2 0.9 0.3

8 渡良瀬川 6 群馬・栃木・茨城・埼玉 1.6 1.3 0.3

12 荒川 13 埼玉・東京 2.2 2.0 0.2

12 久慈川 3 茨城 0.9 0.7 0.2

12 江戸川 7 埼玉・千葉・東京 1.7 1.5 0.2

15 富士川 7 山梨・静岡 1.0 0.8 0.2

15 鬼怒川 8 栃木・茨城 1.1 1.0 0.1

17 烏川 3 群馬 1.8 1.8 0.0

17 神流川 2 群馬・埼玉 0.8 0.8 0.0
注）・BOD年平均値は、当該河川における全調査地点の年平均値の平均値を示す。

　　・報告下限値は0.5mg/L。

    ※平成11年～平成20年の年平均値とする。

順
位

河川名

測定箇所 BOD
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○関東地方の水質調査地点を対象とした水質改善度１位の地点は亀の子橋 

 

河川の水質調査地点を対象に、至近 10 ヵ年（平成 11 年～平成 20 年）の BOD 年平均値

と平成 21 年との BOD 年平均値を比較し、水質の改善度をとりまとめた。 

改善度の１位は亀の子橋（鶴見川水系鶴見川）であり、改善幅は 3.6mg/L であった。

次いで秋山川末流（改善幅は 2.9mg/L）、大綱橋（改善幅は 2.8mg/L）、手代橋（改善幅は

2.3mg/L）、搦手橋（改善幅は 2.0mg/L）が続いた。 

 

 

表－4 水質調査地点を対象とした水質改善度（上位 10 地点） 

水系名 河川名 地点名 都県名
至近10ヵ年の

平均値
(mg/L)

H21年平均値
(mg/L)

改善幅
(mg/L)

1 鶴見川 鶴見川 亀の子橋 神奈川 7.7 4.1 3.6

2 利根川 秋山川 秋山川末流 栃木 4.1 1.2 2.9

3 鶴見川 鶴見川 大綱橋 神奈川 6.2 3.4 2.8

4 利根川 綾瀬川 手代橋 埼玉 6.0 3.7 2.3

5 那珂川 桜川 搦手橋 茨城 5.3 3.3 2.0

6 鶴見川 鳥山川 又口橋 神奈川 2.9 1.0 1.9

7 利根川 綾瀬川 槐戸橋 埼玉 5.1 3.5 1.6

8 多摩川 野川 兵庫橋 東京 4.4 2.9 1.5

9 荒川 隅田川 岩淵水門 東京 4.5 3.2 1.3

10 利根川 綾瀬川 内匠橋 東京 5.1 3.9 1.2

10 利根川 中川 潮止橋 埼玉 4.4 3.2 1.2
注）・BOD年平均値による順位。

　　・報告下限値は0.5mg/L。

    ※平成11年～平成20年の年平均値とする。

順
位

BOD測定箇所
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○健康項目は 5 地点で環境基準値を超過 

 

 人の健康の保護に関する環境基準は平成 21 年 11 月 30 日に 1 項目追加され現在 27 項

目となっているが、平成 21 年のとりまとめでは 26 項目で整理した。平成 21 年は関東地

方 8水系の 158 地点で、8,445 検体の調査を実施した。 

 平成 21 年は、鉛 3地点（内匠橋、刀水橋、上武大橋）、ふっ素 1地点（東西線鉄橋下）、

ホウ素 2地点（東西線鉄橋下、葛西橋）において、環境基準値を超過した。これは上武大

橋、刀水橋を除く地点については感潮区間にあるため、海水の影響を受けたものと考えら

れる。 

環境基準値を超過した地点をまとめると、上武大橋（利根川）、刀水橋（利根川）、東西

線鉄橋下（江戸川放水路）、内匠橋（綾瀬川）、葛西橋（荒川）の 5地点であった。 

他の項目は全ての地点で環境基準を満足した。 

 

 

表－5 健康項目の環境基準値の超過検体一覧表 

利根川 綾瀬川 内匠橋 東京 1 12 0.024 海水の影響

利根川 利根川 刀水橋 群馬・埼玉 1 6 0.013 不明

利根川 利根川 上武大橋 群馬・埼玉 1 6 0.012 不明

ふっ素 利根川 江戸川放水路 東西線鉄橋下 千葉 11 12 0.8 0.830～1.300 海水の影響

利根川 江戸川放水路 東西線鉄橋下 千葉 1 1 3.00 海水の影響

荒川 荒川 葛西橋 東京 1 2 1.13 海水の影響

項目 超過要因
環境基準値

超過数
平成21年

調査検体数
地点名

超過した測定値
(mg/L)

都県名

1.0

水系名 河川名

鉛

環境基準値
(mg/L)

0.01

ほう素
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３．水生生物調査 

○水生生物調査に小・中・高および一般市民 のべ 1,381 人参加 

 

河川の水質保全の必要性や河川愛護の重要性を認識していただくため、小学生、中学

生、高校生および一般市民の参加を得て、昭和 59 年度から継続的に水生生物調査による

簡易水質調査を実施している。 

平成 21 年は、関東地方の一級河川のうち 6 水系 27 河川 65 地点を対象に、1,381 人の

参加を得て調査を実施した。 

平成 21 年は、判定内容が「Ⅰ（きれいな水）」であった地点は 55.4％、「Ⅱ（少しきた

ない水）」であった地点は、30.8％となり、合わせて 86.2％と、平成 20 年の 96.6％から

減少した。 

 

表－6 調査結果 

評価地点数 割　合（%)

Ｈ20年 Ｈ21年 増減 Ｈ20年 Ｈ21年 増減

Ⅰ（きれいな水） 33 36 3 56.9 55.4 -1.5

Ⅱ（少しきたない水） 23 20 -3 39.7 30.8 -8.9

Ⅲ（きたない水） 1 4 3 1.7 6.2 4.5

Ⅳ（大変きたない水） 1 2 1 1.7 3.1 1.4

出現なし（判定不能） 0 3 3 0.0 4.6 4.6

合　計 58 65 7 100.0 100.0

判定内容

 
 
 
 

 
図－4  水生生物による水質調査結果（地点割合） 

 
 

55.4% 30.8% 6.2%

3.1%
4.6%

56.9% 39.7%

1.7%

1.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H21

H20

Ⅰきれいな水の生物 Ⅱすこしきたない水の生物 Ⅲきたない水の生物

Ⅳ大変きたない水の生物 判定不能

関東合計
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４．水質事故の状況 

○水質事故の発生件数は、前年より 20 件減少 

 

平成 21 年における関東地方整備局管内の水質事故件数は 354 件であり、前年よりも 20

件減少した。原因物質の割合で見ると、68％が重油・軽油等の油の流出事故であった。 

なお、関東地方では、昭和 33 年に設立された「関東南部地区水質汚濁防止調査連絡協

議会」（現・関東地方水質汚濁対策連絡協議会）を通じて、事故情報を速やかに関係機関

等へ通知、連絡するとともに、関係機関と一体となって事故の対応にあたっている。 

また、毎年発生する水質事故に備えて関係機関と連携した水質事故対策訓練を実施し、

事故発生時及び事故処理対応の体制強化に努めている。 
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38ヶ年平均値（112)

 
図－5 水質事故発生件数の経年変化 

68%

78%

5%

5%

16%

15%

1%

3%

10%

1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成21年

平成20年

油類 化学物質 油類、化学物質以外 自然現象 その他  

単位：件

油類 化学物質
油類、化学物質

以外
自然現象 その他 合計

平成20年 293 19 56 2 4 374

平成21年 240 16 57 5 36 354  
油 類 ： 重油、軽油、ガソリン等の流出 
化 学 物 質 ： シアン、有機溶剤、農薬等の流出 
油類、化学物質以外 ： 土砂、糞尿等の流出 
そ の 他 ： 自然現象ではなく、魚の浮上等が確認され、原因物質が特定できなかったもの 
自 然 現 象 ： 人間の活動が直接の原因でないもの（渇水が原因の酸欠による魚のへい死等） 
 

図－6 原因物質別水質事故発生件数 
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５．その他微量化学物質に関する実態調査 

○平成 21 年度ダイオキシン類実態調査結果 

（１）調査概要 

国土交通省河川局では、平成 11 年度から「ダイオキシン類対策特別措置法」で定義さ

れているダイオキシン類について、全国一級水系で継続的に調査を実施している。平成

15 年度に「河川、湖沼等におけるダイオキシン類常時監視マニュアル」（案）を作成し、

以降はこれに基づき調査を行っている。 

 

（２）対象物質 

「ダイオキシン類対策特別措置法」で定義されているダイオキシン類であるポリ塩化

ジベンゾ－パラ－ジオキシン(PCDD)、ポリ塩化ジベンゾフラン(PCDF)及びダイオキシン

様 PCB（DL-PCB）（底質はこれまで通りコプラナ－ポリ塩化ビフェニル（コプラナ-PCB））

の 3 種類の化合物群が対象物質である。これらの化合物は、環境中の存在量は微量であ

るが、毒性が強く、焼却、農薬等の製造、パルプの塩素漂白などで非意図的に生成し、

残留性が高い物質である。なお、これらの化合物はいずれも複数の同族体や異性体が存

在し、異性体ごとに毒性が異なるため、世界保健機構（WHO）によって提案された TEF（毒

性等等価係数）を用い、各化合物の濃度を TEQ（毒性等量）で示したものを合計し毒性を

評価している。 

 

（３）調査地点及び調査頻度 

関東地方の一級水系において基準監視地点 16 地点、補助監視地点 18 地点（底質は 14

地点）を選定している。また、過去に要監視濃度（※1）を上回った地点を重点監視状態

にある地点（以下重点監視地点（※2）という。）としている。 

調査頻度については、基準監視地点は毎年１回秋に、補助監視地点については 3 年毎

に 1回秋に、重点監視地点は春夏秋冬の毎年 4回、調査を実施している。 

 

表－7 調査地点一覧 

 基準監視地点数 補助監視地点数 調査地点数計 

水質 16 地点（3地点） 18 地点（5地点） 34 地点（8地点） 

底質 16 地点 14 地点 30 地点 

注：括弧内の数値は重点監視地点（※2）数を示す。 

 

（４）調査結果 

年間平均値で要監視濃度（※1）を上回った地点は、水質 6 地点（基準・重点監視地点：

2 地点、補助・重点監視地点：4 地点）、底質 0 地点であった。また、環境基準値を超え

た地点は、水質 3 地点（綾瀬川 3 地点：基準・重点監視地点 1 地点 補助・重点監視地

点 2地点）であった。 

重点監視地点で、要監視濃度を連続 8回下回った地点はなかったので、平成 22 年度調

査も重点監視地点は水質 8地点となる。 

 

（※1）要監視濃度とは、環境基準値（水質 1.0pg-TEQ/L、底質 150pg-TEQ/g）の 1／2 の値である。1／2

は環境基準に対する安全率を 2倍として設定している。 

（※2）重点監視地点とは、過年度の調査で要監視濃度を超えた地点のうち、その後の調査で 8 回連続して

要監視濃度を下回っていない地点。 
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表－8 ダイオキシン類調査結果一覧 

水質(pg-TEQ/L) 底質(pg-TEQ/g)

春期 夏期 秋期 冬期 年間 年間

利根川 利根川 藤原ダム 補助 － － 0.067 － 0.067 5.6

利根川 品木ダム 補助 － － 0.067 － 0.067 0.61

神流川 神流川橋 補助 － － 0.071 － 0.071 0.91

利根川 栗橋 補助 － － 0.090 － 0.09 0.22

利根川 佐原(水郷大橋) 基準 － － 0.2 － 0.20 14

渡良瀬川 渡良瀬遊水池 補助 － － 0.13 － 0.13 5.8

渡良瀬川 三国橋 基準 － － 0.14 － 0.14 0.24

鬼怒川 川俣ダム 補助 － － 0.067 － 0.067 0.97

鬼怒川 滝下橋 基準 － － 0.077 － 0.077 0.21

小貝川 文巻橋 基準 水質重点 0.49 0.48 0.3 0.32 0.40 0.33

江戸川 江戸川水門（上） 基準 － － 0.15 － 0.15 11

中川 潮止橋 補助 水質重点 0.81 0.92 0.36 0.33 0.61 0.96

中川 飯塚橋 基準 水質重点 1.0 1.2 0.78 0.44 0.86 1.9

中川 高砂橋 補助 水質重点 1.1 0.88 1.2 0.45 0.91 －

綾瀬川 槐戸橋 補助 水質重点 2.1 1.9 0.49 0.47 1.2 －

綾瀬川 手代橋 補助 水質重点 1.6 1.5 0.71 0.52 1.1 －

綾瀬川 内匠橋 基準 水質重点 2.4 1.8 1.1 0.59 1.5 2.2

霞ヶ浦 湖心 基準 － － 0.24 － 0.24 16

霞ヶ浦 釜谷沖 基準 － － 0.23 － 0.23 24

常陸利根川 外浪逆浦 補助 － － 0.25 － 0.25 0.29

荒川 荒川 治水橋 基準 － － 0.29 － 0.29 5

荒川 堀切橋 補助 水質重点 0.29 0.45 0.46 0.3 0.38 －

久慈川 久慈川 榊橋 基準 － － 0.084 － 0.084 0.22

山田川 東橋 補助 － － 0.09 － 0.090 0.23

那珂川 那珂川 下国井 基準 － － 0.076 － 0.076 0.23

藤井川 上合橋 補助 － － 0.11 － 0.11 0.69

多摩川 多摩川 拝島橋 補助 － － 0.067 － 0.067 0.27

多摩川 田園調布堰 基準 － － 0.07 － 0.070 0.39

浅川 高幡橋 補助 － － 0.068 － 0.068 0.34

鶴見川 鶴見川 亀の子橋 基準 － － 0.081 － 0.081 0.74

矢上川 矢上川橋 補助 － － 0.074 － 0.074 0.72

相模川 相模川 馬入橋 基準 － － 0.11 － 0.11 3.2

富士川 富士川 富士川橋 基準 － － 0.071 － 0.071 0.21

笛吹川 三郡東橋 補助 － － 0.11 － 0.11 0.22

平均値 1.2 1.1 0.25 0.43 0.29 3.3

最小値 0.29 0.45 0.067 0.30 0.067 0.21

最大値 2.4 1.9 1.2 0.59 1.5 24

平均値 1.3 1.2 0.25 0.45 0.28 5.0

最小値 0.49 0.48 0.07 0.32 0.070 0.21

最大値 2.4 1.8 1.1 0.59 1.5 24

平均値 1.2 1.1 0.68 0.43 0.87 -

最小値 0.29 0.45 0.30 0.30 0.38 -

最大値 2.4 1.9 1.2 0.59 1.5 -

備考　1) 毒性等価係数は、ＷＨＯ-ＴＥＦ(2007)を使用した。

　　　　2) 毒性等量は、検出下限値はそのままの値を用い、検出下限値未満の値は検出下限値の1/2の値を用いて算出した。

　　　　3) 年間値は重点調査地点については４回調査の平均値、他の地点については年１回の測定値である。

 　　　 4) 　　　　　は、要監視濃度(環境基準の1/2）を超えたことを示す。

　　　　5) 太字は環境基準(水質：1pg-TEQ/L、底質：150pg-TEQ/g)を超えたことを示す。

(水質8地点)

調査地点
区分

全体

基準監視地点

重点監視地点

(水質34地点、底質30地点)

(水質・底質16地点)

水系名 河川名 調査地点
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○平成 21 年度内分泌かく乱物質に関する実態調査結果 

（１）調査概要 

国土交通省河川局では、動物の生体内に取り込まれた場合に、本来その生体内で営ま

れている正常なホルモン作用に影響を与える外因性物質（以下「内分泌かく乱物質」と

いう。）として疑いのある物質について、平成 10 年度から試行的に調査を行い、平成 14

年度に、それまでの調査結果やその調査項目、調査頻度の考え方等を取りまとめた「内

分泌かく乱化学物質調査の考え方（案）」を策定、平成 20 年 4 月に過去の調査知見を踏

まえ、調査項目、調査頻度等の見直しを行い「内分泌かく乱化学物質調査の考え方（案）」

を改訂し、これに基づいた調査を行っている。 

 

（２）調査地点 

環境ホルモン調査は、平成 21 年 10 月 16 日～11 月 27 日の期間で、関東地方の一級河

川 8 水系のうち、4 水系 11 地点において水質調査を、1 水系 2 地点において底質調査を

実施した。 

 

（３）調査結果 

一級河川 8 水系のうち、4 水系 11 地点において水質調査を、1 水系 2 地点で底質調査

を実施した。調査結果を表－9に示す。重点調査濃度を上回った調査項目名及び地点数は

ﾉﾆﾙﾌｪﾉｰﾙでは１地点、ｴｽﾄﾛﾝでは 7地点であった。 

重点調査濃度を超過した地点においては、上流域の自治体等との連携も図りながら、

引き続き重点的な監視を行っていくこととしている。 

 

表－9 環境ホルモン調査結果一覧 

底質

4-t-ｵｸﾁﾙﾌｪﾉｰﾙ ﾉﾆﾙフェノール ﾋﾞｽﾌｪﾉｰﾙA 17β-ｴｽﾄﾗｼﾞｵｰﾙ ｴｽﾄﾛﾝ o,p'-DDT ﾍﾞﾝｿﾞ(a)ﾋﾟﾚﾝ

(μg/L） (μg/L） (μg/L） (μg/L） (μg/L） (μg/L） (μg/ｋｇ）

利根川 利根川 栗橋 - - - - 0.00064 － -

矢場川 矢場川水門 - 0.64 - - - － -

秋山川 秋山川末流 - 0.26 - - - － －

鬼怒川 滝下橋 ND ND 0.012 ND 0.00109 0.0000016 ND

江戸川 江戸川水門(上) ND ND 0.020 ND ND 0.0000045 17.0

利根運河 運河橋 - 0.15 - - - － －

綾瀬川 内匠橋 - 0.27 0.116 - 0.00227 － －

多摩川 多摩川 多摩川原橋 - - - - 0.00765 － －

田園調布堰 - - - - 0.00238 － －

鶴見川 鶴見川 亀の子橋 - - - - 0.02538 － －

相模川 相模川 馬入橋 - - - - 0.00565 － －

0.01 0.1 0.01 0.0005 0.0005 0.000001 1

0.496 0.304 0.4 0.0005 0.0005 0.00725 未設定

 　　　 1) 　　　　　は、重点調査濃度を超えたことを示す。

 　　　 2) NDは不検出（検出下限値未満）を示す。

重点調査濃度

検出下限値

環境ホルモン

水質

水系名 河川名 調査地点

 
 

（※） 重点調査濃度 

「平成 13 年度水環境における内分泌撹乱物質に関する実態調査結果」の中で、重点的な調査を実施

するか否かの判断基準として国土交通省河川局が独自に設定したものである。設定に当たっては、こ

れまでに報告されている魚類等への予測無影響濃度（最大無作用濃度に安全係数の 1/10 を乗じた濃

度）等に、水質の時間的変動等を考慮した安全係数を乗じている。 
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１．○内の色はＢＯＤ７５％値のランクを指す。
２．□内の色はＣＯＤ７５％値のランクを指す。
２．○及び□内の記号は、環境基準の類型である。
３．○及び□は環境基準を満足していない地点である。
４．数字は別表に示す調査地点である。

※川治ダム(147)は、暫定目標COD 2.0mg/lが定められている。

色 ﾗﾝｸ(BOD75%値)
1.0(mg/㍑)以下
　　1.1～ 2.0
　　2.1～ 3.0
　　3.1～ 5.0
　　5.1～ 8.0
　　8.1～10.0
　 10.1以上

ﾗﾝｸ(COD75%値)
1.0(mg/㍑)以下
　　1.1～ 3.0
　　3.1～ 5.0
　　5.1～ 8.0
　  8.1以上

凡　例

類型
ＡＡ
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ

河川(BOD)
　1mg/㍑以下
　2mg/㍑以下
　3mg/㍑以下
　5mg/㍑以下
　8mg/㍑以下
 10mg/㍑以下

湖沼(COD)
　1mg/㍑以下
　3mg/㍑以下
　5mg/㍑以下
　8mg/㍑以下

ー 類型未指定

平成21年一級河川の水質状況図（関東）
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